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短期・直前地震発生予測を目指したVLF帯パルス電磁波の観測

Electromagnetic observation addressed to the short-term earthquake

prediction research in VLF band
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　地震発生の数日前より、電磁放射によるノイズかが増加することが 1980 年代になり報告されるように

なってきた。尾池和夫によれば、これらは地震発生の数日前からノイズの増加が始まり、地震発生の後に次第

に終了するという特徴があると述べていた。しかしながら当時の観測では、VLF帯のノイズの増加が、単に

空電を観測しているだけで、地震活動との相関は擬似的なものであるとの意見も根強かった。 

 

　東海大学では、VLF帯の観測装置を１９９４年ごろから開発し、水平磁場2成分波形を測定し、見かけ到来方

位を決定できるシステムを構築した。観測はその後、立案者の死去や、観測担当教官の異動などもあり中断す

る事となったが、本手法は検証すべきであると、国の予知研究を統括している、「地震予知・火山噴火予知研

究協議会」で認められ、２０１４年度から新たな研究が開始された。浅田らは直線偏波の電磁波のみを解析

していたため、ゴニオメーター法で、波源の推定を行っていたが、今回の計測装置は時計の精度が極めて高

く、かつ100MHzサンプリングが可能なため、電磁波の到達時間差を用いた波源決定法を採用した。今回の発

表では、現時点で観測ネットワーク内で発生した最大の内陸地震である2017年6 月23日の長野県の地震

（M5.6）についての解析結果を主に報告する。予察的な結果として、地震発生２日前の６月２３日に震央付近

から到来する電磁波を観測する事ができた。 
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